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　市では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、本市の教育、
学術及び文化の振興に関する総合的な施策として、「東かがわ市教育の大綱」
を策定しました。
　今後は、市の基本構想との調和を図りながら、３つの重点施策、７つの主要
施策を中心に各種の教育施策を推進してまいります。

「教育の大綱」を策定

（「教育の大綱」を一部抜粋）

夢や志を持ち、 ふるさとを愛し、絆を深める教育
―東かがわ市で育ち、東かがわ市を育てる人づくり－

・主体的に将来を生きる力を育む「東かがわっ子」づくり
・潤いがあり、活気にあふれる社会基盤づくり

１家庭や学校・地域が連携して取り組む教育活動の推進
・家庭の教育力の向上（家庭教育学級、親育ちプログラム等）
・土曜日授業の充実
・放課後、土曜日、日曜日、長期休業中の教育活動の充実（放課後児童クラブ、わくわく
　チャレンジ教室、少年少女発明クラブ等）
・学校支援ボランティアの充実
・地域教育活動の充実（子ども会活動等）
・こども総合支援センター、子育て支援ネットワーク等の充実

２幼・小・中の連携、一貫教育の推進
・幼稚園、小学校、中学校の連携の強化（連携推進事業）
・幼保一元化の推進
・教職員の交流活動の促進

３地域の自然、伝統、文化を生かし、国際化に対応できる力を育む教育の推進
・英語教育、国際理解教育の推進
・ふるさと学習の充実
・自然体験、社会体験学習の充実

【今後の動き】　・「幼・小・中連携、一貫教育に関する審議会」を設置します。
　　　　　　　・10 月から三本松小学校で「放課後英語クラブ」モデル事業を開始します。

１確かな学力を身につけ、自立する力を育む教育の推進
２規範意識や豊かな心を育む教育の推進
３安心・安全を確保し、健やかな体を育む教育の推進
４教育環境の整備充実と教職員の資質向上
５生きがいや潤いのある生活を育む文化芸術の振興
６健康で活力あふれる生活を育む生涯スポーツの推進
７地域に誇りを持ち、郷土への愛着を育む文化財の保護・活用

詳しくは、市のホームページにも掲載していますので、ご覧ください。

基 本 理 念

基 本 目 標

重 点 施 策

主 要 施 策

町づくり・人づくり

【問合先】市教委学校教育課　℡２６-1237　
　　　　　　 2



●
住
民
票
の
住
所
に
通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
人
は
、
同
封
さ
れ
た
申
請
書
を
返
送
す
る
こ
と
に

　

よ
り
、
市
役
所
の
窓
口
で
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

●
年
金
、
雇
用
保
険
、
医
療
保
険
の
手
続
、
生
活
保
護
や
福
祉
の
給
付
、
確
定
申
告

　

な
ど
の
税
の
手
続
な
ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
事
務
に
限
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

が
利
用
さ
れ
ま
す
。

●
民
間
事
業
者
で
も
、
社
会
保
険
、
源
泉
徴
収
事
務
な
ど
で
法
律
で
定
め
ら
れ
た
範

　

囲
に
限
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
い
ま
す
。

●
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正
に
入
手
し
た
り
、
正
当
な
理
由

　

な
く
提
供
し
た
り
す
る
と
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
結
び
つ
い
た
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、

　

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

行
政
の
効
率
化

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
照
合
や
入

力
な
ど
に
要
し
て
い
る
時
間
や
労

力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
と
と
も

に
、
よ
り
正
確
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

国
民
の
利
便
性
の
向
上

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政
手

続
が
簡
素
化
さ
れ
、
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
情
報
提
供
な
ど
記
録

開
示
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
の
確

認
や
提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
り
、

脱
税
や
不
正
受
給
な
ど
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
人
に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
え

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
12
桁
の
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

28
年
１
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
利
用
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
行
政

を
効
率
化
し
、
国
民
の
利
便

性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
社
会
基
盤

で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
も
の
で
す
。
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マイナンバーのホームページ：http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html 
公式 twitter：https://twitter.com/MyNumber_PR
マイナンバーのコールセンター：0570 - 20 ‒ 0178（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ）

　

10
月
か
ら
始
ま
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
っ

て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
通
知
カ
ー
ド
が
住
所

地
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
通
知
カ
ー
ド
が
確

実
に
届
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
住
民
票
に

方
書
（「
建
物
名
」
や
「
居
室
番
号
」）
の
記
載

が
必
要
で
す
。

　

住
民
票
に
方
書
記
載
の
な
い
人
は
、
速
や
か

に
市
民
課
ま
た
は
最
寄
の
支
所
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
手
続
き
に
よ
っ
て
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
、
電
子
証
明
書

が
失
効
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
経
営
す
る
人
は
、

引
き
続
き
所
有
物
件
の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
記
載
に
ご
協
力
を

住
民
票
に
は
方
書
表
記

【
記
載
例
】　　

現　

行　

東
か
が
わ
市 

○
○
○
番
地

変
更
後　

東
か
が
わ
市 

○
○
○
番
地 

　
　
　
　

△
△
ア
パ
ー
ト
□
□
号

【
手
続
き
で
き
る
人
】    

●
世
帯
主
ま
た
は
同
一
世
帯
の
世
帯
員※

●
代
理
人（
世
帯
主
ま
た
は
同
一
世
帯
員※

か
ら

　

委
任
を
受
け
た
人
）

※

世
帯
員
は
世
帯
主
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
物
】

●
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、官
公
署
発
行

　

の
身
分
証
明
書
、保
険
証
な
ど
）

●
写
真
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド・在
留
カ
ー
ド・

　

特
別
永
住
者
証
明
書（
取
得
者
の
み
）

●
み
と
め
印

●
委
任
状（
代
理
人
が
申
請
す
る
と
き
）

【
方
書
が
表
記
さ
れ
る
証
明
書
】

●
住
民
票
の
写
し
、住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

●
印
鑑
登
録
証
明
書

●
戸
籍
の
附
票
の
写
し

●
写
真
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド・
在
留
カ
ー
ド

　
（
取
得
者
の
み
）

【
問
合
先
】市
民
部
市
民
課　

℡
２６-

１
１
１
１　

　
　
　
　
　
　

 

引
田
窓
口　

℡
３３-

２
５
０
０

　
　
　
　
　
　

 

大
内
窓
口　

℡
２５-

２
１
１
１

【
問
合
先
】総
務
部
政
策
課　

℡
２６　

１
２
１
５

　
　
　
　
　
　

か
た
が
き

法
律
で
定
め
ら
れ
た
目
的
以
外
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
利
用
し
た
り
、
他
人
に
提
供
し

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

10
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
へ

愛称：
マイナちゃん
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選挙管理委員会委員長に竹本氏、
職務代理者に六車氏
　選挙管理委員会委員に竹本良一氏 、六車光子氏、
尾﨑仁氏、小西正三氏が選ばれました。

8 月 5日（水）～ 8月 7日（金）　　　

8月 9日（日） 　　　　　　　

8月 23日（日） 　　　　　　　　　　 

上記以外の月～金曜日（8月中） 　　　

　

児童扶養手当の現況届は８月中に…
　児童扶養手当を受給している人は、8月
中に現況届の手続きが必要です。この手続
きをしないと、手当を受けることができま
せんので必ず手続きをしてください。
　※2年間請求がない場合、受給権は消滅
　　します。所得制限などの理由で、現在
　　支給停止になっている人も手続きが必
　　要です。

支給要件
以下に該当する子どもを監護し、生計を同じくしている
　①父母が婚姻を解消した
　②父または母が死亡した
　③父または母が重度の障害の状態
　④父または母の生死が明らかでない
　⑤父または母が申立てにより保護命令を受けた
　⑥その他（父または母が１年以上遺棄している、父または母
　　が１年以上拘禁されている、母が婚姻によらないで懐胎した）
 　　

受付日と受付場所
お住まいの地域にかかわらず、下記の都合のよいところで手続きをしてください。

日 　　　　　　　　　　時　間 　　　　　　　　　　　場　　所

9:00 ～ 20:00

9:00 ～ 16:30

9:00 ～ 16:30

9:00 ～ 16:30

市役所　子育て支援課（2階　相談室）

大内公民館（1階　第 1講座室）

引田公民館（1階　第 1講義室）

市役所　子育て支援課（2階　相談室）

持参するもの
◇児童扶養手当証書　( サーモンピンク色 )
◇印鑑　
◇養育費などに関する申告書
◇児童扶養手当一部支給停止適用除外事由届出書と届出に係る添付書類
◇扶養義務者に関する調査票
◆対象児童が高校生以上で、別居監護している場合は在学証明書
　　※　児童の住所が市内にない場合は、世帯全員の住民票謄本が必要
◆27年 1月 1日に本市に住民票がない場合は 27年度所得課税証明書
  （27 年 1月 1日に住民票があった市区町村で発行）
※　期間中または時間内に来られない人は必ず連絡（℡　26-1231）をしてください。
※　手続は、受給資格者（本人）のみです。
※　勤務先名、住所、電話番号を記入する欄があるので、あらかじめ調べておいてください。
      内職は種類（職種）を、無職の人は生計維持方法を記入するようになります。　
問合先　市民部子育て支援課　℡２６－１２３１

教育長に竹田氏、
教育委員に向山氏
　新しい教育制度における教育長として竹田具治氏、
教育委員に向山正裕氏を任命しました。

副市長に松岡氏
（前市民部長）
　副市長に松岡みどり氏を選任
しました。
昭和 53年大内町役場に奉職。市議会事務局長
を経て平成 25年 4月から市民部長。

６月の定例議会の審議を経て
次のとおり決まりました。
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めざせ、健康東かがわ 母子愛育会活動を
   一緒に楽しみませんか

愛育会って？

どんなことしているの？

お絵かき教室

　市母子愛育会は、赤ちゃんが生まれて小学校に
入るまでの子どもとその家族を対象としています。
お母さんと子どもやそのご家族、地域の人たちが
健康で明るく笑顔でいきいき暮らせることを願って
活動しているボランティア団体です。
☆上記のマークは、「家族の笑顔を地域で支えてい
　こう！」というスローガンを込めて作った市母子愛育
　会のロゴマークです。SmileとFamilyの間の
　ハートは愛育会。市母子愛育会を囲む円は母子
　愛育会と地域、家族をつなぐ輪を表しています。

【 申込・問合先】
　市母子愛育会　事務局
　保健課　健康づくりグループ　
　℡２６-１２２９　FAX２６-１３３９

　また、愛育会役員だけでなくボランティアさんに協力
いただいて活動しています。

　市母子愛育会 ボランティア大募集
・育児サークルのびのびの当番や行事のお手伝い
・市母子愛育会の行事のお手伝い
・パソコンが得意な人や工作、料理など何かを作ったり、
教えるのが得意な人など
男女、年齢は問いません！都合の良い時間だけや子ども
と一緒の参加も歓迎です。子どもが好きな人、愛育会
活動に興味のある人など大歓迎。詳しく内容を知りた
い人は気軽に下記までご連絡ください。

東かがわ市
母子愛育会

○育児サークルの開催
　育児サークル『のびのび』は、遊びと仲間づくりの
場を主な内容として、第1～第4火曜日の午前中に
白鳥保健センター2 階で開催しています。お誕生日
会や教室なども予定しています。

○親子運動会の開催
　今年は6月28日（日）とらまるてぶくろ体育館で
開催しました。0歳児から小学生までそれぞれ参加
できる競技があり、今年もたくさんの親子に参加し
ていただきました。

○人形劇カーニバルへの参加
　昨年の人形劇カーニバルでは、母子愛育会から
くじびきやヨーヨー釣りなどのバザーを出店しまし
た。今年も参加する予定ですので、ぜひ遊びに来て
ください。
※6月28日（日）に開催された親子運動会に参加し
　た人には、人形劇カーニバルワッペンの引き換え
　券を配布しています。9月15日（火）から市民課
　と各支所、とらまるパペットランドで引き換えが
　できます。

○乳児健診のおめでとうバッグ、
　おめでとうスプーンの配布　
　それぞれ広報や「あいいくだより」でお知らせし
ています。ぜひ気軽に参加してください。

　育児サークルのびのびにて
お絵かき教室を開催します。
日時：8月4日（火）10時～11時30分　
場所：白鳥保健センター2階和室　
準備物：石（石に絵を描く予定です。表面が平らなもの
が描きやすい） ※拾った石は洗って乾かしておいてください。
のびのびに来ていない人も参加できます。
申し込みや問い合わせなどは
下記までご連絡ください。

参加費は
無料です。
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「家庭とは小社会」
Ｖｅｒ17

児童期②

　家族がいれば、それぞれに持ち分
がある。それぞれが違う。それぞれ
が役割を果たしているから家庭の中
は回っている。家庭とは小社会であ
る。
　小社会の中で、自分の持てる力を
出すことで、役に立つという経験を
させることが、お手伝い。小学生に
なったら家族会議でも開いて、皆で
お手伝いを決めるといいでしょう。
そして私たちは「助かった」「あり
がとう」「嬉しい」こういう言葉を
たくさん与えてあげて下さい。
　この時期になると子どもは納得し
ます。子どもは納得しなければだめ
なんです。世の中は向き合った関係
であり、一人では成り立たないとい
うことが分かり始めるのもこの児童
期。それが分かるようにするために
も、このお手伝いがとても大事。自
分ひとりでは出来ない。いろいろな
ところで、いろいろな人に手伝って
もらい、分かってもらい、そしてや
らせてもらう。このお手伝いはやが
て勤労精神につながります。お金に
はならないけれど人に喜んでもらえ
るような生き方をしよう。しかし、
このときに喜んでくれる人がいるか
どうかが大切。決められたことを
やっているから当たり前じゃなく、
きちんと喜んであげて下さい。きっ
と素晴らしい勤労精神が育ちます。

高齢者の権利を守ろう！
～防ごう高齢者虐待！～

～喜びから生まれる勤労精神～

　最近、家庭や施設で高齢者が虐待されたという話を耳にします。
高齢者を虐待するなんて、何てひどい人だ！と思いがちです。
　しかし、介護は『ここまで』というゴールも見えず、認知症の症
状などで介護する人の精神的負担や体の疲れも想像以上になること
もあります。
　また、なかなか人に相談できず、疲れや不安を一人で抱え込んで
しまう介護者も多くいます。専門家に相談することで、気持ちが軽
くなったり介護の負担が軽減することもありますので、気軽に相談
してみましょう。
　また、高齢者虐待に気づいた場合は、発見した人に市への通報義
務が発生します。（高齢者虐待防止・養護者支援法）通報した人の
情報が当事者や外部にもれることはありませんので、悩んだり抱え
込んだりせず、地域包括支援センターまでご相談ください。
　地域みんなで声をかけあって、高齢者のみなさんの
権利が守られ、いつまでも自分らしく安心して暮らし
ていける東かがわを一緒につくっていきましょう。

こんな場合に高齢者虐待が起こりやすくなります。
高齢者に認知症がある・介護の負担を一人で抱えている・
経済的に困っている・近所付き合いがない・介護を担う
人自身に病気や障害がある

こんなことは、高齢者虐待にあたります！
●身体的虐待：殴る・ける・つねる・やけどを負わせる、ベッドにし
　　　　　　　ばりつける、わざと薬を多量に飲ませるなど
●心理的虐待：子ども扱いする・ののしる・怒鳴る・無視する、排泄
　　　　　　　などの失敗に対して高齢者に恥をかかせるなど
●経済的虐待：高齢者本人のお金を本人に使わせない。必要な金額を
　　　　　　　を渡さない、本人の預金や不動産、年金などを本人
　　　　　　　の意思や利益に反して使用してしまうなど
●介護や世話の放棄放任：空腹や脱水、栄養失調の状態のままにする、
　　　　　　　必要な医療や介護を受けさせない、オムツを放置する、
　　　　　　　劣悪な環境の中に放置するなど
●性 的 虐 待：懲罰的に下半身を裸にして放置するなど、キスや性器
　　　　　　　への接触・セックスを強要するなど

虐待は無意識に行われることもあります！
　高齢者虐待に関する調査では、介護や世話をしている人の半数以上
が虐待の自覚がないという結果が出ています。気づかずに不適切な
対応になりやすい事例について次のリストでチェックしてみましょう
□言うことを聞かないので無視したり、ののしってしまう。
□良いことと悪いことをわかってもらうために、たたくなどしてしつけを
　している。
□認知症により徘徊するので、部屋に閉じ込めている。
□認知症や寝たきりで大変なので、外出させなかったり人が訪ね
　てきても会わせないようにしている。
□年金手帳や預金通帳などを管理し、本人に無断で使っている。
□人前でおむつを替えたり、裸のままにしておくことがある。

　あてはまることがあったり、普段高齢者に対して余裕をもって接
することができないなどの場合は、お気軽にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【相談・問合先】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民部保健課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡26-1261　FAX26-1339【問合先】

市教委生涯学習課 ℡26-1238
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１　えせ同和行為とは
 　「同和問題はこわい、避けたほうが良い」という誤った
意識につけ込み、同和問題を口実にして高額な図書など
の購入を迫ったり、協賛・寄付金を募ったりするなど不
当な要求を行うことをいいます。

２　26年度にあった県内の事例
　 「工事現場内で差別問題がある。工事現場の責任者を対
象に人権関係の研修会を開催する。参加しなくても資料
代として５万円必要だ」という電話での要請があったが、
支払う意思がないことをはっきりと表示したらあきらめた。

３　もし電話がかかってきたら。断わり方
　「その意思はない」、「同和問題に関する図書は、市役所
でいつでも無料で借りられる」。それでもあきらめないと
きは、「市の人権推進課に相談して決定する」などときっ
ぱり断るのがコツ。「なぜ買わないのか」とか「とにかく
送るので見て欲しい」と迫られても「考えてみる」とか
「検討する」といった返答は、相手に期待を抱かせるので
禁物です。

４　もしも購入したり図書などを送りつけて
きたら
　●契約して８日以内であれば、無条件で契約を解除で
　　きる「クーリング・オフ」という制度があります。
　●図書などを送りつけてきたら、開封せずに着払いで
　　ご返送ください。

※「えせ同和行為」を放置することは、差別解消に真摯に
取り組んでいる団体や関係者に対するイメージを著しく
損ねるばかりでなく、同和問題解決を大きく遅らせるこ
とにもつながります。みなさん一人ひとりの協力をよろ
しくお願いします。

―同和問題の解決にご理解とご協力を―

【関連情報】
　社会運動などと名乗る者（えせ右翼、えせ政治団体）が、
人権問題や領土問題、青少年健全育成を口実にして高額
な図書などの購入を迫ったり、協賛・寄付金を要求する
事例も発生していますので、ご注意ください。

26年度にあった県内の出来事（いずれも、電話によるもの）
●「領土と人権問題」について運動をしている団体を名乗
　り、高額図書（１冊３万５千円）を売り込んできた。
●北方領土返還運動をしている団体を名乗り、高額図書
　（１冊５万円）を売り付けようとした。
　　「協力できない」、「お断りします」などと返事をしたら、
相手はすぐに電話を切っています。
　決しておそれる必要はありません。

　差別のない明るいまちづくりをめざし、人権
作品発表会および人権問題夏季講演会を次のと
おり開催します。

日　時　8月 24日（月）１３:30～１6:0０
場　所　ベッセルおおち
入場料　無料（どなたでも参加できます。）

人権作品発表会
・保育所、幼稚園、認定こども園の保護者と園児
　による人権標語の発表
・小学校、中学校、高等学校の児童・生徒による
　人権作文や詩の発表

人権問題夏季講演会
講師　 大崎　博澄 さん
　　　　（高知県たんぽぽ教育研究所代表）
演題　 子どもの人権を守る

映画「車イスで僕は空を飛ぶ」
しあわせづくり上映会は6日
　みなさんの心が温かくなるような、そして日常生活が
元気になるような作品を用意しています。お誘い合わ
せのうえ、ぜひおこしください。

日　　時　8月 6日（木）１３:00～１4:3０
場　　所　人権センター 大内交流館（横内 732番地）
タイトル　「車イスで僕は空を飛ぶ」
内　　容　　
　主人公泰之は、転落事故により脊髄を損傷し、車
イス生活を余儀なくされる。とてつもない絶望の中、
多くの人と出会いリハビリに取り組み始める。
　果たして泰之は、自分の人生をどう切り開き、ど
う未来を見つめていくのか？

【問合先】人権センター大内交流館　℡25―4349

えせ同和行為はきっぱり断りましょう !!

人権作品発表会
および

人権問題夏季講演会

  市内企業、事業所を守ります !!
　県内の市町の人権担当窓口は、相互に情報交換をして、
上記のようなえせ行為の撲滅と被害の防止に努めていま
す。えせ電話が掛かってきたときは、ぜひ情報をお寄せ
ください。万一、トラブルが発生したときは、市が介入
して、市内の企業、事業所を守ります。
困ったときのご相談は
〒７６９－２７９２　湊１８４７－１
市総務部人権推進課（℡ 26-1227, FAX 26-1337）

8月は同和問題強調月間です

【問合先】市総務部人権推進課　℡26-1227
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※購入価格（消費税相当額を含む）の１／２又は補
助対象金額のいずれか低い額を限度とします。

申請方法
　申請書に、領収書、カタログの写しなどを添付
して、申請してください。ネット通販などを利用
する場合は事前にご相談ください。

　資源ごみについては、リサイクル資源回収団体
に対して資源リサイクル活動奨励金を交付して、
集団資源回収を推進しています。

申請方法
　あらかじめ、資源リサイクル活動実施団体届出
書を提出してください。
　活動実施後、申請書に資源回収業者の計量票又
は買上伝票の写しを添付して、申請してください。

【申請・問合先】環境衛生課　℡26-1226
　　　　　　　　大内支所　　℡25-2111
　　　　　　　　引田支所　　℡33-2500

　市では、市民のみなさんと行政がそれぞれの役
割を果たしながら、ごみの減量とリサイクルに取
組む協働事業の一環として、生ごみ堆肥化容器な
ど購入費の一部を補助したり、資源リサイクル回
収活動を実施している各種団体に奨励金を交付し
ています。
　このような制度を利用することで、物の値打ち
を余すことなく使い切り、環境への負荷をできる
限り減らすことにつながるほか、あらゆる団体が
コミュニティ形成しながら活動資金を増やせると
いったメリットがあります。
　まずは、環境衛生課までお問い合わせください。

　家庭から排出される生ごみを減量化するため、
「生ごみ堆肥化容器等購入費補助金」を交付して
います。

お盆のごみ・し尿の収集について
●ごみ収集お盆期間のごみ収集は通常どおり行います（当日、朝 8時までに出しましょう）

　

   ※大内クリーンセンターの持込みごみの受入れも平常どおり【8時 30分から 15時】行います。

　
●し尿収集…お盆の 8月 13日（木）、8月 14日（金）はお休みとなります。
　　　　　　　お盆前の尿収集を希望される場合は、依頼が重なり予定より収集が遅れる場合がありますので、
　　　　　　収集業者への依頼は早めに済ませましょう。

8 月 12日（水） 　不燃・資源ごみの収集を行います。
8月 13日（木） 　可燃ごみの収集を行います。
8月 14日（金） 　可燃ごみの収集を行います。

【問合先】市民部環境衛生課　℡26-1226　

ごみを減らそう

生ごみ堆肥化容器等
購入費補助金

補助対象機器 補助対象金額 備　　　　考

電動生ごみ処理機 １台
20,000円 １世帯につき１台を限度

コンポスト １基
3,000円 １世帯につき２基を限度

ＥＭ容器 １個
750円 １世帯につき２個を限度

ＥＭぼかし １袋
150円 １世帯１か月につき５袋を限度

資源リサイクル活動
奨励金

対 象 団 体
自治会、子ども会、ＰＴＡ、婦人会、
老人会など

対 象 品 目

奨励金の額

新聞紙、雑誌、ダンボール、牛乳パック、
飲料用アルミ缶、飲料用スチール缶、
ビールビン、一升ビン

重量１kg につき５円（１団体年間４回まで、
限度額１回５万円）
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自
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す
。

【
問
合
先
】　

自
衛
隊
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地
方
協
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さ
ぬ
き
地
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事
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℡
０
８
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８
９
４
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２
６
２
７
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９
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８
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）～
16
日（
水
）
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８
月
７
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付
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28
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
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②
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③
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④
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⑥
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第
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）
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付
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で
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０
０
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え
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ト
や
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ン
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ル
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プ
と
の
交
流
も
企
画
し
て
い
ま
す
。
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化
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れ
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人
形
の
飾
り
つ
け
」「
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顔
の
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て
な

し
」
を
一
緒
に
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ま
せ
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か
。
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て
い
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人
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月
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旬
～

人
形
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10
月
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日（
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）～
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日
）

【
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の
人
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祭
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員
会
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℡
０
９
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２
３
‐
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５
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放
送
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月
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月
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第
２
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月
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日
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航
空
学
生

高
卒（
見
込
含
）

21
歳
未
満

８
月
１
日
～

９
月
８
日

１
次　

９
月
23
日

２
次　

10
月
17
日
～
22
日

３
次　

11
月
14
日
～
12
月
17
日

一
般
曹
候
補
生

18
歳
以
上27

歳
未
満

８
月
１
日
～

９
月
８
日

１
次　

９
月
18
日
又
は
19
日

２
次　

10
月
８
日
～
14
日

自
衛
官
候
補
生

（
任
期
制
自
衛
官
）

男
子

18
歳
以
上27

歳
未
満

８
月
１
日
～

９
月
８
日

９
月
18
日
又
は
19
日（
筆
記
・
適
性
検
査
）

９
月
25
日
～
29
日（
面
接
、
身
体
検
査
）

女
子

８
月
１
日
～

９
月
８
日

９
月
26
日

市
職
員
を
募
集

試
験
実
施
は
９
月
20
日

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習（
無
料
）

 

60
歳
以
上

剪
定
・
除
草
講
習
受
講
者
募
集

（
無
料
）60
歳
以
上

「
世
界
の
人
形
祭
２
０
１
５
」（
人
形
展
か
ら
人
形

祭
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集

放
送
大
学
２
学
期
生
を
募
集

林
業
就
業
支
援
講
習
会

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集



　

告
知
放
送
端
末
の
設
置
・
撤
去
工
事
に
つ
い

て
は
、
工
事
の
着
手
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
告
知
放
送

端
末
と
Ｄ
‐
Ｏ
Ｎ
Ｕ（
光
電
変
換
装
置
）は
市
か

ら
の
貸
与
品
で
す
の
で
、
不
要
と
な
っ
た
と
き

は
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
22
年
度
の
当
初
整
備
時
の
問
い
合
わ

せ
先
で
あ
っ
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
０
１
２
０

‐
７
０
０
‐
８
５
６
）使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】総
務
部
政
策
課　

℡
26
‐
１
２
１
５

　

市
で
は
、
希
望
す
る
人
に
、
次
の
情
報
発
信

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
声
の
広
報

　

広
報
東
か
が
わ
の
内
容
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
し
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
に

貸
し
出
し
ま
す
。
点
字
郵
便
で
毎
月
お
届
け
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
が
あ
れ
ば
、

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】市
民
部
福
祉
課　

℡
26
‐
１
２
２
８

○
告
知
放
送
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
サ
ー
ビ
ス

　

市
か
ら
の
音
声
に
よ
る
告
知
放
送
と
同
じ
内

容
を
文
字
で
伝
え
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

お
持
ち
の
Ｆ
Ａ
Ｘ（
一
般
的
に
市
販
さ
れ
て

い
る
機
器
で
あ
れ
ば
対
応
可
）を
告
知
放
送
端

末
に
接
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
希
望
が
あ
れ

ば
、
市
政
策
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
で
は
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ

く
に
は
、
携
帯
電
話
又
は
申
請
書
に
よ
る
登
録

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
政
策
課
に
お
問

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
負
担
割
合
証
で
利
用

す
る
人
の
負
担
割
合
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
は
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
負
担
割
合

証
は
、
介
護
保
険
証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し

ま
し
ょ
う
。

＊
２
割
負
担
と
な
る
人
は
・
・
・

　

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上

で
、
同
一
世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者
の
年
金
収

入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
が
、
単
身
世
帯

２
８
０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
世
帯
３
４
６
万

円
以
上
あ
る
人
で
す
。

【
問
合
先
】　

市
民
部
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
２
８

日
時　

８
月
２
日（
日
）
10
時
～
15
時

場
所　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

内
容　

講
演
会
、
福
祉
用
具
展
示
会
、
各
種
相

談
会

【
問
合
先
】
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
１
２
‐
５
５
６
３

　　

県
ダ
ム
検
証
に
係
る
検
討
案（
五
名
ダ
ム
再

開
発
）に
つ
い
て
、
関
係
住
民
、
利
水
関
係
者

の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
８
日（
土
）
14
時
～

場
所　

五
名
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

事
業
の
範
囲　

湊
川
流
域

【
問
合
先
】
県
土
木
部
河
川
砂
防
課

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
５
４
１

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】総
務
部
政
策
課　

℡
26
‐
１
２
１
５

　

市
で
は
、
子
育
て
に
奮
闘
す
る
み
な
さ
ん
の

仲
間
づ
く
り
と
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
す
く

す
く
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳　

４
回
目
は
タ
オ
ル
、

飲
み
物　
　

締
切　

教
室
の
３
日
前

【
申
込
・
問
合
先
】

　
　

市
民
部
保
健
課　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
　

℡
26
‐
１
２
２
９　
　

26
‐
１
３
３
９

　

５
人
１
組
で
無
事
故
無
違
反
を
目
指
す

「
か
が
わ
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

５
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
９
月
か
ら
12
月
ま
で
の

４
ヶ
月
間
チ
ー
ム
全
員
が
無
事
故
無
違
反
を
達

成
す
る
と
、
抽
選
で
30
万
円
の
旅
行
券
な
ど
の

副
賞
、
企
業
賞（
協
賛
品
）が
た
く
さ
ん
当
た
り

ま
す
。

　

県
内
の
交
通
事
故
の
状
況
は
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
死
亡
事
故
が
多
発
し
、
事
故
死
者
数
は

昨
年
同
期
を
大
き
く
上
回
る
と
い
う
危
機
的
な

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

し
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
、
申
込
方
法
な
ど
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
３
１

◆
負
担
割
合
証
で
利
用
者
負
担
割
合
の
確
認
を

　

今
ま
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

は
「
１
割
」
で
し
た
が
、
８
月
か
ら
一
定
所
得

以
上
の
人
は
「
２
割
」
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
負
担
割
合
証
は
、
認
定
者
１
人
に
１
枚
交
付

さ
れ
ま
す

　

負
担
割
合
証
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
ご
と
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
同
じ

世
帯
に
２
人
以
上
の
認
定
者
が
い
た
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
負
担
割
合
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
負
担
割
合
証
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

10

市保健師

県子育て応援団
畑本　章子先生

親子体操
親子で楽しくからだ
を動かそう！

８月21日（金）
午前10時～11時
受付９時35分～

８月28日（金）
午前10時～11時
受付９時35分～

知っておきたい子
どもの病気とお世
話のポイント！

４
回
目

５
回
目

開催日時 場　所 対　象 内　　容 講　師

0～２歳児と
保護者（家族）

白鳥保健セン
ター２階和室

す
く
す
く
教
室（
育
児
教
室
）

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
交
付

告
知
放
送
端
末
の
設
置
・
撤
去

お
知
ら
せ

県
ダ
ム
検
討
案

（
五
名
ダ
ム
再
開
発
）説
明
会

情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

チ
ー
ム
で
目
指
す
無
事
故
無
違
反

目
の
見
え
な
い
人
、
見
え
に
く
い
人

の
た
め
の
福
祉
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５



た
も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
ば
か
り
で
な
く
、

家
族
の
人
で
も
結
構
で
す
。心
当
た
り
の
人
は
、

最
寄
り
の
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】

〒
７
６
０
‐
０
０
６
４

　

高
松
市
朝
日
新
町
１
‐
30

　
　

高
松
港
湾
合
同
庁
舎
内

　
　
　

坂
出
税
関
支
署　

高
松
出
張
所

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
５
１
‐
２
８
７
４

　
　
　
　
　
　

０
８
７
‐
８
２
３
‐
１
４
３
４

日
時　

８
月
５
日
（
水
）

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分
の
間
の
好
き
な

　
　
　

時
間

場
所　

大
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

と
ら
ま
る　

て
ぶ
く
ろ
体
育
館

　
　
　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

　

友
達
を
誘
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
し
よ
う
! !
４
年

生
以
下
保
護
者
同
伴
。

参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
、
レ
ン
タ
ル
料

込
み
）

【
問
合
先
】
大
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

担
当　

東
谷　

飛
鳥

　
　
　
　
　

℡
24
‐
１
８
１
０

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
、
脊
髄
又
は
胸

腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
も

つ
た
め
、
移
動
、
食
事
、
排
泄
な
ど
日
常
生
活

動
作
に
つ
い
て
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
介
護

料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
介
護
料
の
支
給
対
象

と
な
る
後
遺
障
害
等
級
な
ど
は
自
動
車
事
故
対

策
機
構
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
交
通
遺
児
な
ど
育
成
資
金
の
貸
付
に

つ
い
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】（
独
行
法
人
）自
動
車
事
故
対
策
機
構

高
松
主
管
支
所　

被
害
者
援
護
担
当

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
５
１
‐
６
９
６
３

日
時　

８
月
７
日（
金
）
10
時
～
11
時

場
所　

大
内
公
民
館

内
容　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
相
談
、
歯
み

が
き
指
導
。
持
参
物（
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ

ラ
シ
、
コ
ッ
プ
）

【
問
合
先
】

　
　

市
民
部
保
健
課
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
　

℡
26
‐
１
２
２
９

日
時　

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

市
役
所　

１
階

【
問
合
先
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
税
理
士
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

事
務
局　

赤
坂

　
　
　
　
　

℡
25
‐
０
０
８
８

日
時　

月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

【
問
合
先
】

　
　

か
が
わ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
０
８
７
‐
８
９
７
‐
７
７
９
９

　

経
営
相
談
、
創
業
・
企
業
支
援
、
金
融
相
談
、

販
路
開
拓
・
商
品
開
発
、
支
援
機
関
・
補
助
金

活
用
、
Ｉ
Ｔ
デ
ザ
イ
ン
分
野
に
関
す
る
相
談
は

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
工
事
店
の
責
任

技
術
者
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

※
既
に
責
任
技
術
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

人
は
受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

10
月
13
日（
火
）
14
時
～
16
時

場
所　

高
松
テ
ル
サ　

３
階
大
会
議
室

申
込
期
間　

８
月
３
日（
月
）～
８
月
31
日（
月
）

【
問
合
先
】
事
業
部
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
３
０
４

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

に
は
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
が

記
載
さ
れ
た「
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
か
ら
は
「
被

保
険
者
証
」
と
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
別
々
に

交
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
所
得
判
定
さ
れ
た
新

し
い
「
被
保
険
者
証
」
と
「
高
齢
受
給
者
証
」

に
つ
い
て
は
、
７
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
な
ど
で
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、

窓
口
で
「
被
保
険
者
証
」
と
一
緒
に
「
高
齢
受

給
者
証
」
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

【
問
合
先
】市
民
部
保
健
課　

℡
26
‐
１
２
２
９

　

税
関
で
は
、お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通
貨
・

証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

◎
終
戦
後
、外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
で
、

上
陸
港
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証

券
な
ど

◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
領
事
館
な
ど
に

預
け
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ

11

相

談

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
者
技
術
資
格
認
定
共
通
試
験

東
か
が
わ
市
管
内
の
事
故
な
ど
の
発
生
件
数

※（　

）内
は
１
月
か
ら
の
累
計

人�

身
事
故�　
　

14
件　
（
86
件
）�

う
ち
死
亡�

０
件　
（
２
件
）

救
急�

１
２
３
件　
（
８
２
７
件
）

火
災�

３
件　
（
９
件
）

6
月
の
事
故
な
ど
の
件
数

　

次
の
方
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た（
敬
称
略
）

一
般
寄
付　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
讃
蘭
友
会

香
典
返
し
寄
付
　
　
　
　
　
　
　
樫
村
　
恵
子

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

専
門
家
に
よ
る
、
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。（
要
予
約
）

日
時　

８
月
11
日（
火
）
９
時
30
分
～
16
時

場
所　

市
役
所
第
７
相
談
室

【
問
合
先
】
総
務
部
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
３
５
０

平
根　

寛（
神
奈
川
県
）
窪
田　

光
男（
大
阪
府
）

田
中
由
香
里（
大
阪
府
）
川
上　

創
司（
神
奈
川
県
）

小
林　
　

毅（
大
阪
府
）
辰
元　

宗
人（
栃
木
県
）

中
川　

和
也（
東
京
都
）
岡
本　

浩
志（
愛
知
県
）

山
添　

佳
恵（
東
京
都
）
金
杉　

貴
夫（
東
京
都
）

中　
　

隆
司（
兵
庫
県
）
秋
山　

文
彦（
山
口
県
）

小
嶌　

秀
之（
奈
良
県
）
浦
部　

修
治（
福
岡
県
）

武
輪　

和
男（
大
阪
府
）
石
川　

幸
子（
埼
玉
県
）

中
居　

路
博（
愛
知
県
）
幸　
　

隆
伸（
広
島
県
）

山
本　

英
明（
神
奈
川
県
）
川
崎　

貴
裕（
山
口
県
）

山
田　

史
一（
徳
島
県
）
竹
内　

俊
介（
三
重
県
）

（
公
表
承
諾
者
の
み
）敬
称
略
・
順
不
同

　

善
意
の
贈
り
物

　

ふ
る
さ
と
納
税　

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
み
な
さ
ん

通
過
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す

よ
ろ
ず
東
か
が
わ
サ
テ
ラ
イ
ト

妊
産
婦
と
親
子
の
歯
の
相
談

相
続
無
料
相
談
室

犯
罪
被
害
者
相
談

夏
休
み
特
別
企
画

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
大
解
放

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
変
更

自
動
車
事
故
の
介
護
料
支
給



N E W S  H I G A S H I K A G A W A まちの話題をお届けします
詐欺被害防止銀行員に感謝状
市長室

　親と子のよい歯のコンクールがあり、
本市の澤地直樹さん（父）と雄太さん（3
歳）が優秀賞（第 3位）に輝きました。
　昨年度、3歳児歯科健康診査を受けた
7,664 人の中から選らばれた親子14組
が参加。

　特殊詐欺（振り込め詐欺）を未然に防いだとして
香川銀行白鳥支店の廣田摩利子さんと武田沙弥香さん
に東かがわ防犯協会長と東かがわ警察署長から感謝状
が贈られた。
　県内での振り込め詐欺事件は昨年度132件発生して
おり、その被害の多くが高齢者です。
　不審な電話がかかってきたらまず、家族や警察に相
談しましょう。

4
6

30
52

6

よい歯のコンクールで
優秀賞　
県歯科医療専門学校

風の湊
チャリティ
コンサート　
交流プラザ

　歯科医師らが虫歯の有無や噛み合わせなどをチェックしました。
　澤地さんは、両親ともよい歯のコンクールに出場した経験もあり、
「今回、同じように子どもも選ばれいい経験ができてよかった。毎日の
歯磨き習慣に加えて、これからは定期的に歯科健診も受けようと家族
で話した」と話していました。

　歯と口の健康週間にあわせて、「歯の
健康フェスタ」が開催されました。
　子どもから大人まで約 270人が参加
し、歯と口の健康相談、口腔内カメラ
や歯磨き指導などが行われ、参加した
人たちは、鏡で確認しながら歯の磨き
方などを教わっていました。

　今回で 10回目を迎えるコンサート。今年はサラさんをゲストに迎
え、澄んだ歌声とマンドリンのやさしい音色が会場に流れ来場者を魅
了していました。
　当日はチャリティコンサートとして募金の受付も行われました。募
金と協賛金を合わせて 258,000 円あまりが集まり、国際貢献支援に
使ってほしいと市へ寄付されました。

　市内 15カ所で海岸清掃
が行われ、約 2,300 人が
参加し、海岸に打ち上げら
れたごみなどを集めました。
　この日は市内合わせて
13.5 トンのごみが回収さ
れました。

　引田のパークゴルフ場の
利用者が 10万人を突破し、
10万人目となった山口満雄
さん（松原）に記念品を贈
りました。山口さんはパー
クゴルフを始めて６年目、
「日頃から健康のため歩くこ
とを心掛けています。いつ
もはこんな時間に来ないの
に運がよかった」と喜んで
いました。

4
6 歯を大切に 市交流プラザ

15
6 パークゴルフ場利用者

10万人を突破　引田パークゴルフ場

15
6 海をきれいに海をきれいに

大川中学校 引田・白鳥中学校

　市内の中学 2 年生 264 人を対象に「ふるさと企
業ＰＲ事業 in 中学校」を開催しました。
　市内企業 34 社の協力により、地元企業への理解
や将来の就職に向けて考える機会となればと、市内
企業が説明ブースを設け、担当者から企業の魅力や
仕事のやりがいなどについて直接説明を受けました。
中学生は、興味のある企業に積極的に訪問し、自分
が就職することを想像しながら質問することで、自
分たちが住んでいるまちや企業、職業について考え
るよい機会となりました。

25
6 26

6

市内海岸

交流プラザ
ふるさと企業ＰＲ事業 in 中学校

交流プラザ
ふるさと企業ＰＲ事業 in 中学校

12



「平和の祈り」空ちゃん田んぼ
空ちゃん田んぼ（与田山）

　6 月 14 日に開催された第 6 回県ボッチャ交流大会
に参加し、参加 28チームのうち第3位に入賞しました。
　ボッチャは、ヨーロッパで生まれた重度脳性麻痺者若
しくは同程度の四肢重度機能障がい者のために考案され
たスポーツで、パラリンピックの正式種目です。
　当協会の活動に興味がある人は、ご連絡ください。
（全体）和田　24-3089
（大内）井上　25-1402
（白鳥）橋本　25-3492
（引田）赤山　33-2657　　　　　（市身体障害者協会）

　与田山の空ちゃん田んぼで今年も田植え祭が行われ、約 300
人が参加しました。今年のテーマは「平和の祈り」。デザインは
お大師さまの姿です。参加者は、はだしや田植え靴で田んぼに
入り、泥まみれになりながら一株一株丁寧に植えていました。
　絵や文字の色がより鮮明にでるように、アカマイとミドリモチ
の古代米を使って文字や図柄を表現。見頃は９月ごろの予定です。

アジサイが花なら人は華なり
　荒れ放題の県遊休地を耕し、会員・市民・
フローリスト池田から腐葉土含め寄贈の紫陽花
が、一段と成長し咲き誇りました。県認可のも
と当会が県道122号線へツツジや草花、総本山
善通寺生まれ三本松公園に植樹の涅槃桜、県寄
進の吉野桜と一体化し、ボランティアで除草・
清掃・炎天下の水取りに励む環境美化の賜物です。
 　　　　　　（西浜さわやか道の会　中川義博）

ボッチャ競技で
3位入賞

NiceShot

投稿ニュース

投稿募集
写真（データ可）、150字程度の
文章、連絡先をP15の宛先まで

20
6

ジネスクラブのみなさんの協力で実施されています。
田に入る前は、戸惑っていた児童も、田に入ってしま
えばなんのその。丁寧に苗を植えていました。秋には
約240kgの水主米が収穫できるそうです。

20
6 大内小学校田植え 学童農園

　大内小学校の 5年生、約 80人が学童農園
で田植えを行いました。毎年、大内アグリビ

そうめん流し
　夏の風物詩、そうめん流しが、市内の幼稚園
で行われました。
　年長の園児が、竹を切り、器を作ることにも挑戦しました。
　いざそうめん流しが始まると園児たちは大騒ぎ。「うわ～。きた～」
「美味しい」と、楽しそうにそうめんを食べる姿に、準備をした北山森林
ボランティア会のおじちゃんたちも、笑顔でいっぱいでした。

29
6

1
7

6
7

大
内
子
ど
も
園

丹
生
子
ど
も
園

福
栄
や
ま
び
こ
園

13



14

　
　
　
後
７０
年
が
経
ち
、
各
地
で
戦
争
を
振
り

　
　
　
返
る
催
し
物
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
体
験
や
伝
え
聞
い
た
こ
と
が
次
第
に
薄

れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
が
住
む
東
か
が
わ
市
に
も
戦
争
を

経
験
し
た
時
代
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
く
ぐ

り
抜
け
て
今
の
時
代
が
あ
る
こ
と
を
、
後
世
に

伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
６
年（
１
９
３
１
）の
満
州
事
変
を
き
っ

か
け
に
、
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
が
続
き
、

１５
年
間
に
わ
た
る
戦
争
の
時
代
に
突
入
し
ま
し

た
。
こ
の
と
き
中
国
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
戦

場
を
「
戦
線
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
国
内
で

の
生
活
は
「
銃
後
」
と
呼
ば
れ
、
戦
争
の
経
費

を
賄
う
た
め
、
貯
蓄
や
国
債
の
購
入
、
食
糧
・

日
用
品
・
衣
類
・
燃
料
な
ど
が
配
給
制
と
な
る

な
ど
、
国
民
生
活
の
隅
々
ま
で
戦
争
が
入
り
込

ん
で
き
ま
し
た
。

　
戦
争
に
よ
り
大
人
の
生
活
だ
け
で
な
く
教
育

制
度
も
変
わ
り
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
開
戦

前
、
昭
和
１６
年
４
月
１
日
に
尋
常
小
学
校
が
国

民
学
校
と
改
称
さ
れ
、
教
科
書
の
内
容
も
軍
色

が
強
ま
り
、
授
業
中
に
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
に
送

る
慰
問
袋
を
作
っ
た
り
、
運
動
会
で
は
„
戦
争

ご
っ
こ“ 

を
し
た
り
、
学
校
ぐ
る
み
で
立
派
な

兵
隊
さ
ん
に
な
る
こ
と
を
夢
見
る
「
戦
う
少
国

民
」
を
育
て
る
教
育
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
況
が
悪
化
す
る
と
、
配
給
に
よ
る
食
糧
事

情
も
悪
く
な
り
、
そ
の
補
い
と
し
て
各
学
校
の

運
動
場
で
サ
ツ
マ
イ
モ
が
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
間
と
と
も
に
戦
争
の
記
憶
・
記
録
と
も
に

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
戦
地
で
戦
っ
た
世
代

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
時
代
に

「
銃
後
」
の
生
活
を
送
っ
た
世
代
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
「
銃
後
」
の
生
活
も
貴
重

な
戦
争
体
験
で
す
。
戦
争
が
あ
っ
た
当
時
の
様

子
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
平
和
の
尊
さ

を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責   

歴
史
民
俗
資
料
館
）

戦

　
「
私
の
体
験
し
た
戦
争
で
は
、
殴
ら
れ
る
こ

と
・
眠
れ
な
い
こ
と
・
腹
が
減
っ
た
こ
と
な
ど

嫌
な
こ
と
ば
か
り
。
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と

も
多
い
。
と
に
か
く
ひ
ど
か
っ
た
！
」
と
大
学

在
学
中
に
召
集
令
状
を
受
け
取
っ
た
市
内
在
住

の
今
井
十
四
三
さ
ん（
９０
）は
７
月
５
日
の
遺
族

会
研
修
会
で
語
っ
た
。

　
今
年
は
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
７０
年
と
い

う
こ
と
で
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
特
集
も
多
い
。
太

平
洋
戦
争
を
想
像
す
ら
で
き
な
い
人
も
多
い

が
、
日
本
人
犠
牲
者
は
３
１
０
万
人
に
も
達
し

た
。
市
内
で
も
１
６
０
０
人
を
越
す
。
特
に
後

半（
昭
和
１９
年
〜
２０
年
）は
言
葉
で
は
表
現
し
難

い
悲
惨
さ
で
、
南
の
島
で
は
栄
養
失
調
に
よ
る

戦
病
死
が
戦
没
者
の
６
割
を
越
し
、
酷
寒
の
地

で
は
凍
死
、
沖
縄
で
は
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
４

人
に
一
人
が
犠
牲
と
な
り
、
果
て
は
爆
弾
を
抱

え
て
敵
に
体
当
り
攻
撃
ま
で
。
国
内
で
も
広

島
・
長
崎
の
原
爆
、
東
京
・
大
阪
を
始
め
高

松
・
徳
島
の
よ
う
な
地
方
都
市
ま
で
も
が
焼
夷

弾
に
よ
る
空
襲
で
無
差
別
に
焼
き
尽
く
さ
れ
、

そ
の
犠
牲
者
数
も
膨
大
で
あ
っ
た
。

　
銃
後
と
言
わ
れ
た
国
民
生
活
に
も
様
々
な
影

響
を
与
え
た
。
学
生
は
、
あ
る
者
は
戦
地
に
、

あ
る
者
は
軍
需
工
場
に
と
動
員
さ
れ
、
小
学
生

は
親
元
を
離
れ
見
知
ら
ぬ
地
に
疎
開
し
淋
し
さ

や
空
腹
と
戦
っ
た
。
す
べ
て
が
軍
需
優
先
と
さ

れ
、
国
民
の
衣
食
住
は
困
窮
、
空
き
地
は
お
ろ

か
学
校
の
運
動
場
に
も
芋
や
カ
ボ
チ
ャ
を
植

え
、
芋
の
葉
っ
ぱ
や
ツ
ル
、
雑
草
を
も
食
し
て

飢
え
を
し
の
い
だ
。
資
源
も
な
く
な
り
、
橋
の

欄
干
や
お
寺
の
釣
鐘
、
鍋
や
ヤ
カ
ン
・
金
属
製

の
火
鉢
か
ら
指
輪
ま
で
供
出
す
る
始
末
。
甲
子

園
球
場
の
傍
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
球
場
の
内

野
席
を
覆
う
大
鉄
傘
が
取
り
除
か
れ
る
光
景
を

淋
し
く
眺
め
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
国
民
学
校

（
今
の
小
学
校
）２
年
生
の
時
で
あ
る
。

　
や
が
て
父
に
赤
紙（
召
集
令
状
）が
来
て「
勝

っ
て
く
る
ぞ
と
勇
ま
し
く
」
と
歓
呼
の
声
に
送

ら
れ
て
出
征
。
そ
し
て
戦
死
。
私
は
学
童
疎
開

で
香
川
県
に
と
環
境
が
急
変
。
そ
ん
な
戦
争
遺

児
も
来
年
は
傘
寿
。

　
戦
後
は
、
混
乱
期
を
女
手
一
つ
で
子
育
て
に

頑
張
っ
た
多
く
の
戦
没
者
の
妻
が
い
た
。
今
は

遺
児
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
の
遺
族
会
だ
が
、

７０
年
前
、
戦
争
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い

孫
・
ひ
孫
世
代
に
戦
中
・
戦
後
の
こ
と
を
語
り

継
ぐ
に
は
ま
だ
ま
だ
非
力
と
毎
年
研
修
を
重
ね

て
い
る
。
た
だ
、
日
本
は
戦
争
に
よ
っ
て
大
き

な
被
害
を
受
け
た
だ
け
で
な
く
、
一
方
で
は
多

大
な
加
害
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
戦
争
の
事

実
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、「
不
戦
へ
の
願
い
」

は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
く
。
　

　
　
　
市
遺
族
連
合
会
　
監
事
　
桑
島
　
正
道

　

戦
後
７０
年
に
思
う

第
　
回
４９
第
　
回

戦
争
を
伝
え
る

　
　
�
﹁
銃
後
﹂
の
生
活
�

戦
争
を
伝
え
る

　
　
�
﹁
銃
後
﹂
の
生
活
�

４９

82015
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　三本松高校吹奏楽部の演奏で始
まったフェスティバルは、特産
品・東かがわ活勢隊のご当地グル
メの販売があり、充実した食が提
供されました。それに加えて、演
奏や演劇などのまれにしか楽しむ
ことのできない芸能が披露され、
センター内の明るい部屋と同様、
にぎやかなフェスティバルとなり
ました。

根
ケ
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大
　
智
（
男
）
　巧
弥
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田

澤
　
　
　
日
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（
女
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佑
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三
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岡
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８７
）
　
白
　
鳥

大
石
　
　
義
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古
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８７
）
　
三
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９３
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岡
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７８
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友
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お
め
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「
お
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や
み
」
欄
の
掲
載
を
希

望
す
る
場
合
は
、
『
掲
載
申
込
書
』
を
各
庁
舎

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
申
込
書

提
出
月
の
翌
々
月
号
に
な
り
ま
す
。
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】
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務
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政
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課
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1
2
1
5

TEL

けーき まゆこきざし　三本松高校の演奏を聴いている
と、改めて生演奏の良さを感じま
した。生演奏は、聴くだけではな
く、演奏者を見たり、目を閉じて
体に響いてくる音を感じたり、さ
まざまな楽しみ方ができるのが魅
力です。これから夏本番を迎えま
すが、涼しいホールで優しい音楽
を聴くのも、夏の１つの楽しみ方
ではないでしょうか。

今月のテーマは

「かき氷」

８月７日（金）
９月７日（月）

●９月号「かかし」
●１０月号「秋祭り」

広報はおたよりを募集しています。「文芸コーナー」「投稿ニュース」「ちょっ
とギャラリー」「ＫＩＤＳ！キッズ！ＫＩＤＳ！」各係宛まで

【宛　先】〒769-2792　（住所記載不要）市役所総務部政策課　広報東かがわ○○係
【E-mail】webmaster@city.higashikagawa.kagawa.jp

●紙面の都合で、お寄せいただいた原稿を掲載できない場合があります。ご容赦ください。
●配布について不備のあった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。
　【９月号配布期間　８月２５日（火）～３１日（月）】
　四国新聞販売株式会社　TEL 087－833－4590　  総務部政策課　TEL 26－1215
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豚魔法使いミイヤン♡
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　８月２日（日）13：00～15：30
　市交流プラザ
　テーピングの方法について、講演、実技があります。
　市教委生涯学習課　　26ｰ1238

　８月11日（火）19：00～
　引田荘
　バザー、お楽しみ抽選会、出店（射的など）
　引田荘　　33ｰ7001

　８月13日（木）18：30～
　五名活性化センター（旧五名小学校）
　盆踊り、香川まゆみショー、カラオケ、うちわ抽選、
豪華景品ビンゴゲーム、婦人部によるうどん無料接待各
種バザーほか。
　木村さん　　29ｰ2401

　８月14日（金）18：00～
　福栄小学校グラウンド
　三本松高校ブラスバンド、盆踊り、各種バザーほか
　木村さん　　090ｰ3189ｰ0352

　８月22日（土）13：30～15：00
　讃州井筒屋敷　与之蔵
　演題「南海通記から見た戦国時代の引田」。講師松田
朝由さん、申込不要、参加無料
　市教委生涯学習課　　26ｰ1238

　８月22日（土）18：00～20：00　　恵愛学園園庭
　盆踊り、バザー、遊びのコーナー
　恵愛学園多田さん　　25ｰ2067

　７月25日（土）・８月１日（土）・８日（土）10：00～13：00
　体験学習館マーレリッコ（安戸池）
　対象：小学生とその家族（子ども会などの団体も受け付けます）
　各開催日の１週間前まで
　１人900円（入館料、ハマチえさ代、昼食代）
　ハマチのえさやり、タイ釣り体験（希望者別途500円）
を行い、ハマチ養殖の歴史や生態などを学びます。ハマ
チの解体実演を見学し、さばきたてを昼食にします。
定員：先着30人
　ソルトレイクひけた　　33ｰ2800

　８月８日（土）8：00～
　とらまる　てぶくろ体育館正面玄関前のみどりの広場
　免疫力UP心と体を元気にします。雨天決行（体育館軒
下）動きやすい服装、飲み物持参
　中山さん　　090ｰ1177ｰ1792

　NHK-BSプレミアム「にっぽん縦断こころ旅」は春の
旅に続き秋の旅が再開します。四国徳島をスタート、香
川、そして本州を通り沖縄を目指す11週間の旅。香川に
もやってきます。そこで、みなさんの心にある何気な
い、思い出の、忘れられない市内の風景や景色、音の記
憶と重なる情景を、エピソードを添えてぜひご紹介くだ
さい。寄せられたお便
りを元に、旅人「火野
正平」が、こころの風
景を訪ねます。心に残
る「あなただけのエピ
ソード」を大募集して
います!!
放送予定（香川県）９月28日（月）～10月２日（金）
応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、市内の
思い出の場所、場所にまつわるエピソード以上の内容を
明記し、ご応募ください。
　８月17日（月）
応募方法　ファックスから…03ｰ3465ｰ1327へ送信。
お便り　〒150ｰ8001 「こころ旅」係へ送付。
番組ホームページから
http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/へアクセス

　ＮＨＫふれあいセンター　　0570ｰ066ｰ066
　（ナビダイヤル）　050ｰ3786ｰ5000

　 10月24日（土）8：30～12：00頃
　徳島県立渦の道
　鳴門海峡のうえで綱引きバトルに参加しませんか。
対象：小学校４～６年生
定員：40人（希望者多数の場合は抽選）
　参加費：無料（参加者のみバスなどで送迎します。保
護者は駐車場代と渦の道の入場料が必要です。）
　市役所庁舎、各支所、学校で配布する申込用紙に記入
し、市商工観光課へ提出してください。または、下記ア
ドレスへ必要事項(氏名・学校名・学年・性別・住所・
電話番号)を記入し送付してください。
市商工観光課メールアドレス　締切　９月４日（金）
hk-syoukou@city.higashikagawa.kagawa.jp
　市商工観光課
　（ASAトライアングル交流圏推進協議会事務局）　　
　 26ｰ1350

◆珈琲＆ギャラリーパルコ
　「第９回パルコ彩」後期展　写真
　８月２日（日）～21日（金）
　高松以東の写真愛好家18人による写真展
　季節の花、行事、得意分野の作品など36点
　同ギャラリー　　24ｰ2483
http://www.parco.sakura.ne.jp/



お食事フレンチトースト【食パン6枚切り2枚分】
調理時間　25分

　手間がかかりそうなイメージのフレンチトーストです
が、薄めの食パンを使えば漬け込み時間が短縮できます、
砂糖を使わず、色々な具材をのせれば朝食にぴったり。

７月１日現在常住人口
12,764世帯
31,104人
14,758人
16,346人

世帯数
総人口
男
女

（　）内は前月比

６月中の異動
転入
出生

転出
死亡

52人
11人

50人
46人

（　3世帯）
（ｰ33 人 ）
（ｰ18 人 ）
（ｰ15 人 ）

東かがわ市 人の動き

食パン
卵
牛乳
バター
トマト
ベーコン
とろけるチーズ

６枚切り２枚
１個

100cc
一片
半玉
２枚
適宜

　　阪本病院（川東）
近藤内科クリニック（町田）
中川内科医院（さぬき）
小西歯科医院（さぬき）
松村薬局大内店（川東）
NPにぶ調剤薬局（町田）

県立白鳥病院（松原）
　三好医院（大谷）
志度寺診療所（さぬき）
丸山歯科医院（さぬき）
妙見屋薬局白鳥店（帰来）
松村薬局グリーンヒル店（松原）

つるわクリニック（さぬき）
阪本病院（川東）
岡病院（さぬき）
服部歯科医院（さぬき）
なの花薬局つるわ店（さぬき）
松村薬局大内店（川東）

宇田整形外科医院（白鳥）
山本内科クリニック（松原）
溝渕内科循環器クリニック（さぬき）
阿部歯科医院（さぬき）
ハッピー薬局こぐま店（さぬき）

太田病院（三本松）
鎌田医院（湊）
おおばやしこどもクリニック（さぬき）
上枝歯科医院（さぬき）
三本松調剤薬局（三本松）
コスモ調剤薬局白鳥店（湊）
松村薬局津田店（さぬき）

25ｰ1121
26ｰ3331
087ｰ894ｰ1253
43ｰ0068
26ｰ3211
26ｰ3255

25ｰ4154
25ｰ3503
087ｰ894ｰ1991
52ｰ6488
23ｰ1345
25ｰ6266

42ｰ0170
25ｰ1121
087ｰ894ｰ5050
52ｰ1118
42ｰ1288
26ｰ3211

25ｰ4328
24ｰ1133
42ｰ1122
52ｰ5633
087ｰ894ｰ9620

25ｰ2673
25ｰ2519
087ｰ894ｰ5665
52ｰ6400
24ｰ3300
26ｰ3388
42ｰ5704

８月２日

８月９日

８月16日

８月23日

８月30日

簡単レシピで一品プラス簡単レシピで一品プラス

① ボウルに卵を割りいれ溶きほぐし、牛乳も加えて混ぜ
　 合わして卵液を作る。
② 卵液をバットなどに移し、パンを浸して5分ほど置く。
　 ※電子レンジを使うと漬け込み時間を短縮できます、
　 ラップをして1分ほど温めてください。
③ トマト、ベーコンは食べやすいように切る。
④ フライパンにバターを溶かし、下ごしらえをしたパン
　 をいれ、こんがりと焼き目がついたら裏返し、トマト、
　 ベーコン、とろけるチーズをのせてふたをして弱火に
　 しチーズが溶けるまでまで焼く。

（１人分）

※休日当番病医院・薬局は予告なく変更することがありま
　すので受診前に担当医または下記までご確認ください。

お盆（８月12日から15日）の大川地区医療機関の診療状況は
大川地区医師会
ホームページ（http://www.ookawa-ishikai.jp/）に掲載さ
れています。

大川地区医師会

さぬき市民病院

9:00～17: 00

19: 30～22: 00

42ｰ3424

43ｰ2521（代表）
大川地区小児夜間急病診察室

　「生活相談センター」など公的機関と誤解させるよ
うな名称を名乗り、「個人情報が漏れているので削
除してあげる」などと持ち掛け、最終的にはお金を
だまし取る手口が多発しています。
　公的機関が「個人情報を削除してあげる」などと
電話を掛けることはありません。このような電話が
あった場合は相手にせずに、すぐ電話を切ってくだ
さい。
　また、一度お金を支払ってしまうと取り戻すこと
は極めて困難です。絶対に支払ってはいけません。

個人情報の削除を持ち掛ける電話

【県消費生活センター】

【東讃県民センター】

消費生活相談専用
多重債務・ヤミ金

087ｰ833ｰ0999
087ｰ834ｰ0008
42ｰ1200

【市総務部  総 務 課】 26ｰ1214

消 費 生 活 に 関 す る 相 談

■弁護士による無料相談会
　専門性の高い弁護士による無料相談会を開催しま
す。相続、遺言、成年後見、負債などさまざまなご
相談に対し、弁護士からアドバイスを受けることが
できます。
　８月25日（火）10：00～16：00（要予約）
　白鳥社会福祉センター　１階会議室
対象者　市民か市内の事業所に勤めている人
予約受付　８月３日（月）～14日（金）（9：00～17：00
まで、電話予約のみ受付）※土日、祝日は除く。
先着５人（組）
相談時間　一人（１組）につき、最大40分まで
費用　無料
　市社会福祉協議会　相談支援係
　 26ｰ1151



〈市民課〉

〈総務課〉
行政相談
（引田公民館・市交流プラザ・人権センター大内交流館）

〈人権推進課〉
人権相談
（引田公民館・人権センター大内交流館）

〈子育て支援課〉
家庭児童（女性）相談
（巡回：大内交流館）
（常設） 【専用】

〈保健課〉
年金相談

健康・栄養なんでも相談
（栄養相談は要予約）　
※開設日以外でも予約で随時実施

保健センター（各曜日）
引田　　　　白鳥　　　 大内

（骨密度測定は引田のみ　※治療中でない人）

妊産婦乳幼児健康相談（妊産婦就学前対象）

育児サークルのびのび
（白鳥保健センター）

精神障がい者集いの場
（白鳥保健センター）

※要治療

市役所庁舎・出張所
総務課（選挙管理委員会）
（危機管理室）
政策課
税務課
人権推進課
商工観光課
（ふるさと就職推進センター）

市民課
　引田窓口
　大内窓口
　福栄出張所
　五名出張所
福祉課
子育て支援課
保健課
地域包括支援センター
環境衛生課
農林水産課
建設課
上下水道課
土地対策課
学校教育課
生涯学習課
会計課
議会事務局
監査委員事務局

26ｰ1214
26ｰ1235
26ｰ1215
26ｰ1216
26ｰ1227
26ｰ1350

26ｰ4145
26ｰ1111
33ｰ2500
25ｰ2111
27ｰ2101
29ｰ2001
26ｰ1228
26ｰ1231
26ｰ1229
26ｰ1261
26ｰ1226
26ｰ1303
26ｰ1302
26ｰ1304
26ｰ1305
26ｰ1237
26ｰ1238
26ｰ1217
26ｰ1219
26ｰ1223

（月） （火） （木）

  9 : 00～11: 00

 9: 00～11: 00

15: 00～17: 00

10: 00～15: 00

9: 00～12: 00

9: 30～11: 00

10: 00～11: 30

9: 30～11: 30

25ｰ7830

市民生活相談（常設）

1

2

9

3 4 5 6 87

10 11 12 13 14 15

1716 18 19 20 21 22

23 2524

31

2926 27 28

30

（大内公民館）

（市交流プラザ）

（白鳥）

11カ月児健診

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　大内）

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　白鳥）

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　引田）

（市・県民税・2期）

　　休日窓口開庁（市民課）
　　第２・４日曜
※業務内容は事前にご確認ください

〈白鳥児童館〉

市税納期

ちびっこのつどい

おもちゃ図書館

読み聞かせ会ボランティア
「こむこむ」

〈とらまる図書館〉

お話会「こそあど」

10: 00～11: 30

10: 00～11: 30

10: 00～10: 30

11: 00～11: 30

8: 30～17: 15

25ｰ6467

25ｰ0696

〈福祉課〉
身体障がい者相談

精神障がい者相談

知的障がい者相談

手話通訳設置日（要予約）

10: 00～12: 00

13: 00～16: 00

10: 00～12: 00

26ｰ1338

（市交流プラザ）



市ニューツーリズム協会 26ｰ1267

http://hksz.or.jp/
大内スポーツセンター
白鳥スポーツセンター
引田スポーツセンター

24ｰ1810
24ｰ1522
33ｰ7163

レディースデー　毎週金曜日
　女性のお客様にエサ券500円プレゼント
夫婦の日　８月22日（土）
　夫婦、男女のカップルに粗品進呈
子ども無料デー　８月22日（土）
　保護者同伴の子どもは釣り料金無料（中学生以下）

とらまるパペットランド
月曜 25ｰ0055
info@toramaru.or.jphttp://www.toramaru.jp

http://www.saltlake-hiketa.co.jp/
㈱ソルトレイクひけた 33ｰ28007: 00～16: 00

http://www.hnt.or.jp/

讃州井筒屋敷 水曜23ｰ8550

http://www.higashikagawa-library-unet.ocn.ne.jp
月曜（祝日の場合翌日）・毎月末日

9:00～17: 00
25ｰ0696

無料
火曜（祝日の場合翌日）

33ｰ2030
９：00～17：00

★今月のおすすめ本
『東大合格生が小学生だったときのノート』太田あや／著
　「ノートを書くのが好きになれば、基礎学力がぐー
んと伸びます！」（出版社紹介文より）東大生の小学生
時代のノート100冊を徹底分析し、自学自習できるよ
うになる「ノート力」の身につけ方を紹介。東大生の
ノートの第一印象としては、文字がとにかくキレイ！
「嫌々板書しただけ」という要素は全くなく、先生が
授業で話した知識を「記録」し、自分の頭に定着させ
るために「整理」してまとめ直し…こう書くと難しそ
うな気がしますが、実際のノートを見ると、楽しんで
書いたことが伝わってきます。ぜひノート作りの参考
にしてみてください。
★課題図書について
　８月30日まで、貸出冊数は一回につき１冊まで、貸
出期間は８日間です。人気の本には、予約が集中しま
す。ご予約はお早めに！（高校生の課題図書のみ、貸
出期間は15日間です）
★おはなし会の実施場所の変更について
　８月、９月のおはなし会は、第２土曜日11時から11
時30分まで東かがわ市交流プラザ図書コーナーで行い
ます。

特別展「東京オリンピックから50年」
　東京オリンピック・パラリンピック開催から50年が経
ちました。東京オリンピックが開かれた昭和39年ごろの
東かがわ市の様子を振り返ります。
期　　間：７月18日（土）～10月26日（月）
展示解説：８月１日（土）

新着図書案内
考え方ひとつで人生は変わる　　　　 稲盛　和夫
家族という病　　　　　　　　　　　 下重　暁子
人前であがらない37の話し方　　　　 佐藤　達郎
トットひとり　　　　　　　　　　　 黒柳　徹子
ラプラスの魔女　　　　　　　　　　 東野　圭吾
おじいちゃんが孫に語る戦争（児童書）田原　総一朗
◎青少年読書感想文全国コンクール課題図書が入ってい
ます。

◆とらまる座定期公演　　600円（３歳未満は無料）
○とらまる人形劇団（岡山県）
　新作「はる・なつ・あき・ふゆ」
　８月２日（日）、30日（日）13：30～
◆とらまるパペットランド夏休みイベント2015
　８月８日（土）～23日（日）
☆とらまる座
人形劇わくわくタイム・・・とらまる座での上演後、
劇団員が人形劇のフシギを大公開！あんなコトやこん
なコト、いろいろ聞いちゃおう！
　８月８日・９日（土・日）13：30～
○とらまる人形劇団（岡山県）
　新作「はる・なつ・あき・ふゆ」・他
　８月13日（木）～16日（日）13：30～
○人形劇団京劇（京都府）
　「いぬうえくんとくまざわくん」・他
　８月22日・23日（土・日）13：30～
○とらまる人形劇団（岡山県）
　「なんにも仙人」
☆人形劇ミュージアム
○It’sショータイム！
　人形劇ミュージアムでのミニステージ公演。イベン
ト期間中は特別ラインナップで大公開！
○夏休み人形工作ワークショップ
　人気のワークショップコーナーに新作登場！夏休み
の工作にうってつけ！
○触って遊べる人形に新たな仲間がやって来る!
　ハンズオン（さわれる）人形にこの夏新たな人形が仲
間入りします。

◆「ノルディックウォーキング体験まち歩き」
８月23日（日）10：00～11：30　　　　　　　讃州井筒屋敷
　ポールを使って歩くノルディックウォークで引田のま
ちを散策。
　ノルディックウォークは、通常のウォーキングよりも
膝、腰、足首への負担が軽減されることから注目されて
いるスポーツです。初心者、高齢者の人も気軽に参加し
てください。ポールレンタル料500円、体験料200円

　フィットネス教室（月曜コース・水曜コース）
　８月10・17・24・31日（月）16：00～17：00　
　８月５・12・19・26日（水）10：30～11：30
　とらまる　てぶくろ体育館　　各1,600円（４回分）
　 12人（申込開始７月１日）
　夏休み短期トランポリン教室
　８月３（月）・７（金）・10（月）・12日（水）
　 13：30～15：00　　白鳥中央公園体育館
　 2,800円（４回分）　　24人（満５歳～成人）
講師：県トランポリン協会　矢部紀子さん、新田利枝さん

◆五名で遊ぼう「親子で自然体験」
８月１日（土）11：00～13：00（昼食付）
山の学校のの花（五名1905）
　小学生以上1500円　幼児500円（材料費込み）
定員　50人（要予約）
　みんなでそうめん流し、釜飯作りでお昼ご飯。いかだ
で遊んだり、五名の自然を親子で楽しみましょう。
予約：池光時子さん　　29ｰ2552

◆東かがわのジオサイトを探る観光船ツアー
８月９日（日）・22日（土）・23日（日）
９月12日（土）・13日（日）・26日（土）・27日（日）
10月10日（土）・11日（日）・24日（土）・25日（日）
集合　フローエスハオス（旧山田医院）
　無料　定員　各10人（完全予約制）
　市のジオサイトを海からボートに乗って楽しむツアー。
【コース１】引田港→引田不整合→女郎島→ランプロファ
イア→一子島→双子島→通念島→引田港（所要時間１時間）
【コース２】コース１に、絹島、丸亀島が加わります（所要
時間２時間）
観光船協会　　090ｰ4664ｰ2745（山崎）
　　　　　　　090ｰ9557ｰ5790（安井）


